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決算概要

2021年３⽉期
第２四半期実績

2022年3⽉期
第２四半期実績

前年同期⽐
（％）

売上⾼（百万円） １９，２６８ ２２，０４０ +１４．４
営業利益（百万円） １，８０７ １，９４２ + ７．５
経常利益（百万円） １，３５７ ２，１３２ +５７．１
親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円） ９６４ １，６１４ +６７．３

2022年３⽉期第２四半期 連結経営成績

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の進展や各種経済施策の効果によって、
輸出や⽣産に持ち直しの動きが続きましたものの、原燃料価格の⾼騰や半導体の供
給不⾜等の影響により、わが国の経済は不透明な状況で推移しました。

このような状況の中、当社は海外向けを中⼼に汎⽤⽤途の酸化チタンや機能性微
粒⼦製品の販売が回復したことおよび電⼦材料・化成品事業全般で販売が堅調に推
移する結果となりました。
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決算概要

20,000

15,000

10,000

5,000

0

1,807
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売上⾼
(百万円)

1,357

2,132

営業利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

964

1,614

2021年３⽉期第2四半期実績

2022年３⽉期第2四半期実績

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上⾼は220億４千万円（前年同期⽐14.4％増）、
営業利益は19億４千２百万円（前年同期⽐7.5％増）、経常利益は21億３千２百万円（前年同期⽐
57.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億１千４百万円（前年同期⽐67.3％増）となりま
した。
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親会社株主に帰属する四半期純利益

(百万円)



事業別売上⾼・営業利益

（単位︓百万円） 2021年３⽉期
第２四半期実績

2022年3⽉期
第２四半期実績

前年同期⽐（％）

売上⾼ 営業利益 売上⾼ 営業利益 売上⾼ 営業利益

機能性材料事業 9,608 646※ 10,756 492 +11.9 △23.8

電⼦材料・化成品事業 9,034 1,070 10,582 1,304 +17.1 +21.8

⼩ 計 18,642 1,716 21,339 1,796 +14.4 +  4.6

その他 625 90 700 145 +12.1 +61.3

合 計 19,268 1,807 22,040 1,942 +14.4 + 7.5
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事業内容
【機能性材料事業 】

主に酸化チタン、微粒⼦酸化チタン、微粒⼦酸化亜鉛、表⾯処理製品を製造、販売
【電⼦材料・化成品事業】

主に圧電材料、導電性⾼分⼦薬剤、界⾯活性剤、硫酸、無公害防錆顔料を製造、販売

なお、「その他」は、倉庫業、エンジニアリングおよびセグメント間取引消去額を含んでおります。

※2021年3⽉期第２四半期実績には営業外費⽤に操業休⽌関連費⽤560百万円を計上しております。



機能性材料事業 売上⾼、営業利益増減要因
●汎⽤⽤途の酸化チタンは、国内外ともに需要が回復したこと及び原燃料価格の上昇分の価格修正を進めたこと

により、販売数量、売上⾼ともに前期を上回りました。
●機能性⽤途の微粒⼦酸化チタン、微粒⼦酸化亜鉛及び表⾯処理製品は、海外化粧品市場が徐々に回復してきた

ことにより、販売数量、売上⾼ともに前期を上回りました。
●販売数量は前期を上回ったものの、売上原価率の変化により営業利益は前期を下回りました。

7

2021年３⽉期
第2四半期実績

2022年３⽉期
第2四半期実績
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※2021年3⽉期第２四半期実績には
営業外費⽤に操業休⽌関連費⽤
560百万円を計上しております。



電⼦材料・化成品事業 売上⾼、営業利益増減要因
●圧電材料は、国内顧客の在庫調整はあったものの、医療機器⽤の海外顧客向けの販売が順調に推移したことに

より、売上⾼は前期を上回りました。
●導電性⾼分⼦薬剤は、ICT関連の需要が堅調であり、販売数量、売上⾼ともに前期を上回りました。
●界⾯活性剤は、国内での業務⽤洗剤向けの需要回復が遅れているものの、タイ、ベトナムの連結⼦会社の販売

が好調に推移したことにより、販売数量、売上⾼ともに前期を上回りました。
●無公害防錆顔料は、海外向けの需要回復と新規採⽤も加わり、販売数量、売上⾼ともに前期を上回りました。
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営業外損益、特別損益
【営業外損益】

前期に⽐べて為替差益が増加し、収⽀はプラスになりました。

【特別損益】
出資⾦売却益及びリース解約益により収⽀はプラスになりました。
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2020年３⽉期
第２四半期実績

2021年３⽉期
第２四半期実績

前期⽐

⾦融収⽀ 98 93 △5
為替差損益 △0 45 46
操業休⽌関連費⽤ △560 ― 560
その他 13 51 38

計 △449 190 640

科⽬
（百万円）

営
業
外
損
益

2020年３⽉期
第２四半期実績

2021年３⽉期
第２四半期実績

前期⽐

出資⾦売却益 ― 67 67
リース解約益 ― 21 21
本社移転補償⾦・費⽤ 168 ― △168
固定資産除却損 △143 △42 100

計 25 46 21

特
別
損
益

科⽬
（百万円）



2022年３⽉期第2四半期 貸借対照表

●現預⾦は前期末⽐１億円減の１３１億円、売掛債権は１６億円増の１３０億円、有形固定資産は
３億円減の１７３億円、投資その他資産は０.９億円減の１２７億円であります。
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2021年３⽉
期

2022年３⽉期
第２四半期実績

前期⽐

36,979 39,174 2,195
現預⾦ 13,329 13,187 △141
売掛債権 11,395 13,018 1,622
棚卸資産 11,623 12,606 983
その他 631 362 △269

32,198 31,750 △447
有形固定資産 17,624 17,317 △306
無形固定資産 1,767 1,724 △42
投資その他資産 12,806 12,707 △98

69,177 70,924 1,747

科⽬
（百万円）

流動資産

固定資産

資産合計

2021年３⽉
期

2022年３⽉期
第２四半期実績

前期⽐

18,947 19,417 469
買掛債務 3,914 4,670 755
有利⼦負債 6,543 5,735 △808
引当⾦ 350 342 △7
退職給付に係る負債 3,152 3,167 15
その他 4,986 5,501 514

50,230 51,507 1,277
株主資本 43,714 44,911 1,196
その他包括利益累計他 6,515 6,595 80

69,177 70,924 1,747資産合計

科⽬
（百万円）

負債

純資産



2022年３⽉期第2四半期 キャッシュフロー計算書

●当期は営業CFで投資CF及び財務CFをカバーし、現⾦等が前期に⽐べて増加しました。
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（百万円） 2021年３⽉期
第２四半期実績

2022年３⽉期
第２四半期実績 前期⽐

営業キャッシュフロー 2,156 2,496 339
税⾦等調整前当期純利益 1,383 2,179 796
減価償却費 1,080 1,537 457
運転資⾦等 557 △897 △1,454
法⼈税等⽀払額 △864 △323 541

投資キャッシュフロー △1,876 △1,456 419
固定資産の取得・売却 △1,581 △1,240 341
投資有価証券の取得 △3 △3 △0
投融資資⾦等 △290 △213 77

財務キャッシュフロー 2,036 △1,217 △3,253
借⼊⾦・社債増減等 2,545 △801 △3,346
⾃⼰株式取得 △0 △0 △0
配当⾦⽀払額 △508 △415 93

現⾦及び現⾦同等物に係る換算額 △21 36 57
現⾦及び現⾦同物の増減額 2,295 △141 △2,437
現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼ 13,008 13,108 99



２．2022年3⽉期通期 業績予想
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2022年3⽉期 業績予想

2022年3⽉期通期業績予想につきましては、当第2四半期の実績と今後の原燃料価格
の上昇および販売⾒通しを踏まえ、2021年5⽉12⽇に公表しました予想値を修正いた
しました。
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2022年３⽉期通期 連結業績予想
売上⾼

（百万円）
営業利益

（百万円）
経常利益

（百万円）
親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

前回発表予想（A） ４２，２００ ２，２００ ２，８００ １，８００

今回修正予想（B） ４５，０００ ２，６００ ３，０００ ２，１００

増減額（BーA） ２，80０ ４００ ２００ ３００

増減率（％） ６．６ １８．２ ７．１ １６．７

(ご参考)前期通期実績
（2021年３⽉期）

３８，４０２ ２，９２７ ２，７４０ １，９２７
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2022年3⽉期 業績予想

38,402
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営業利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1,927
2,100

2021年３⽉期実績

2022年３⽉期予想

2022年3⽉期の連結業績予想につきましては、売上⾼は450億円（前期⽐17.2％増）、営業利
益は26億円（前期⽐11.2％減）、経常利益は30億円（前期⽐9.5％増）、親会社株主に帰属する
当期純利益は21億円（前期⽐9.0％増）となります。
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親会社株主に帰属する当期純利益
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2022年３⽉期 業績予想(事業別売上⾼、営業利益、EBITDA)

【機能性材料事業 】
機能性材料事業は増収となるも、減益の計画であります。

【電⼦材料・化成品事業】
電⼦材料・化成品事業は増収、増益となる計画であります。
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（単位︓百万円） 2021年３⽉期実績 2022年3⽉期予想
売上⾼ 営業利益 EBITDA 売上⾼ 営業利益 EBITDA

機能性材料事業 19,442 912 2,720 22,300 150 2,500
電⼦材料・化成品事業 17,713 1,813 2,851 21,200 2,100 3,300

⼩ 計 37,155 2,725 5,571 43,500 2,250 5,800
その他 1,245 202 312 1,500 350 400

合 計 38,402 2,927 5,883 45,000 2,600 6,200
（注)
①2022年３⽉期の期⾸より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号)等を適⽤するため、上記の

連結業績予想は当該会計基準等を適⽤した後の⾦額となっております。
②2022年3⽉期の業績予想につきましては、2021年11⽉12⽇に発表いたしました「酸化チタンおよび環境

対応型防錆顔料の価格改定」の影響を含んでおりません。



機能性材料事業 業績計画
【事業環境の⾒通し】

汎⽤⽤途の酸化チタンに関しましては、需要回復の兆しはあるものの、原燃料価格の⾼騰により、今後も収益
⾯で厳しい状況が続くものと予想しております。

機能性⽤途の微粒⼦酸化チタン、微粒⼦酸化亜鉛および表⾯処理製品に関しましては、世界的なコロナウイル
ス感染症拡⼤の影響を受け、主⽤途であるUVカット剤需要は低迷していますが、今後ワクチン接種の拡⼤によ
り、海外を中⼼に需要は回復するものと予想され、市況を注視しつつ販売維持拡⼤に努めてまいります。
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機能性材料事業 営業利益増減要因
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【営業利益】
販売は回復するものの、原燃料価格の⾼値推移や設備償却費負担の増加が利益を押し下げる⾒通しであります。
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※2021年3⽉期実績には営業外費⽤
に操業休⽌関連費⽤ 826百万円
を計上しております。



電⼦材料・化成品事業 業績計画

18

【事業環境の⾒通し】
医療器⽤向け電⼦材料に関しましては、今後も需要は好調に推移するものと予想しており、更なる拡販に努め

てまいります。また、化成品事業に関しましては、洗剤など⽇⽤品向けの需要は堅調に推移するものと予想して
おります。
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電⼦材料・化成品事業 営業利益増減要因
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【営業利益】
原燃料価格の⾼値推移による売上原価率の悪化はあるものの、販売の増加が利益を押し上げる⾒通しで

あります。

2021年3⽉期実績 2022年3⽉期予想
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経営指標
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●経営指標

2020年３⽉期
実績

2021年３⽉期
実績

2022年３⽉期
予想

１株当たり当期純利益（円） 163.70 83.16 90.61
⾃⼰資本利益率（ＲＯＥ） 8.4 4.0 4.3
総資本経常利益率（ＲＯＡ） 9.1 4.1 4.3
売上⾼営業利益率 12.8 7.6 5.8
⾃⼰資本⽐率 73.3 72.1 73.2



３．付属資料
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⻑期経営ビジョン

（１）基本⽅針

（２）MOVING-10の⽬指す経営指標

⽬標経営指標 ⽬標値
営業利益率 １５％以上
ＲＯＥ １２％以上

「まじめに感動素材」のもと、お客様と真摯に向き合い、妥協なく試⾏錯誤
を⾏う中から、よりよいソリューションを実現します。

収益性を重視した活動を⾏い、汎⽤品から機能品へポートフォリオシフトを
加速することで更なる業容拡⼤と収益基盤の強化を努めます。

22

10年後の164期（2029年度）に以下の経営指標を⽬指します。



中期経営計画

（１）活動のポイント

（２）⽬標経営指標
⽬標経営指標 最終年度 2024年3⽉期

売上⾼ ５５０億円
営業利益 ７５億円
営業利益率 １４％
ＲＯＥ ９％
ＥＢＩＴＤＡ １１０億円

「変⾰による拡⼤」と「新素材の創出」に重点的に取り組むことで、
⻑期経営ビジョン達成に向けた業容拡⼤と収益基盤の強化を図ります。

① 機能性化学品および電⼦材料事業の更なる拡⼤（ポートフォリオシフト加速）
② 環境エネルギー分野の育成、上市（次世代担う２本⽬の柱）
③ 新たな素材の創出促進（キーワード 「ニッチ市場」×「伸⻑分野」）
④ 業務効率化の推進（⽣産性向上、⾃動化）
⑤ ⼈財育成の推進（ダイバーシティ、働き⽅改⾰）
⑥ ＳＤＧｓ経営推進による企業価値向上
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設備投資額、
減価償却費
（百万円） 研究開発費

（百万円）

2020年3⽉期
実績

設備投資・減価償却費・研究開発費
【設備投資額、減価償却費、研究開発費について】

設備投資額については、2021年３⽉期には機能性微粒⼦製品製造設備の増設⼯事が完了し、2022年３⽉期
には圧電単結晶材料製造設備の新設⼯事が完了予定であります。

2021年3⽉期
実績

2022年3⽉期
予想

2024年3⽉期
予想

2023年3⽉期
予想
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１株当たり中間配当額

１株当たり期末配当額

配当性向

●当社は基本的に株主に対する安定した利益還元を重要項⽬と認識し、必要となる⼗分な株主資本の⽔準を保持
するとともに、各期の業績等を総合的に判断して配当を実施することとしております。

１株当たり記念配当額

配当性向（％）配当額（円）

※2022年3⽉期中間配当額は
１株当たり１８円で決定いたしました。



会社概要

● 社名 テイカ株式会社 TAYCA CORPORATION
● 創⽴年⽉⽇ １９１９年（⼤正８年）１２⽉２２⽇
● 資本⾦ 資本⾦９８億円
● 年商 ３８４億円（連結 2021年3⽉期)
● 従業員数 ８２９名（連結 2021年9⽉30⽇現在)
● 上場証券取引所 東京証券取引所 市場第１部
● 事業内容

各種化学⼯業薬品の製造、販売
酸化チタン、微粒⼦酸化チタン、微粒⼦酸化亜鉛、表⾯処理製品、
圧電材料、導電性⾼分⼦薬剤、界⾯活性剤、硫酸、無公害防錆顔料 等

26



事業紹介
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事業紹介（機能性材料事業）
製品名 ⽤途 概要

機
能
性
材
料
事
業

酸化チタン
酸化チタンは優れた⽩⾊顔料として、塗料、インキ、プラスチック、化学
繊維、製紙など⽩いものはもちろん、⾊のついたもののほとんどに使⽤さ
れています。
また、⽩⾊度、着⾊⼒、安全性、化学的安定性など優れた性質をもち、社
会のあらゆる分野で役⽴っています。

微粒⼦酸化チタン
微粒⼦酸化チタンは、⼀般の⽩⾊顔料⽤酸化チタンに⽐べてはるかに⼩さ
い10〜50nmの粒⼦径を有する超微粒⼦であるため、例えば、可視光線部
における光透過性と紫外部での光遮蔽性が⼤きい等の特徴ある性質を備え
ており、しみの原因となる紫外線UVBの遮蔽性に優れています。

微粒⼦酸化亜鉛
微粒⼦酸化亜鉛は、微粒⼦酸化チタン同様、優れた紫外線遮蔽能⼒を持つ
機能性粉体です。微粒⼦酸化チタンと⽐較して、可視部における透明性が
⾼く、しわ、たるみの原因となる紫外線UVAの遮蔽性に優れています。

表⾯処理製品
微粒⼦酸化チタンや微粒⼦酸化亜鉛等の無機粉体が持つ優れた特徴を最終
製品で発揮できるよう、各種有機化合物で表⾯処理した粉体製品です。表
⾯処理を⾏うことにより、紛体表⾯が親⽔性や親油性に改質され、耐光性
や分散性などの特⻑を付与できます。化粧品原料、プリンターのトナー⽤
外添剤はじめ幅広い分野で使⽤されています。

光触媒⽤酸化チタン
光触媒⽤酸化チタンは、紫外線や⽔・酸素などのクリーンなエネルギーに
よって発現する酸化チタンの酸化⼒を利⽤し、有害な有機物を分解・除去
します。これら光触媒効果を活⽤した、汚れ防⽌効果を付与した外壁や脱
臭効果を付与したインテリア等が実⽤化されています。
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事業紹介（電⼦材料・化成品事業）
製品名 ⽤途 概要

電
⼦
材
料
・
化
成
品
事
業

圧電材料
圧電材料は、電圧を加えることで、伸縮を繰り返し振動する現象を利⽤し
超⾳波を発⽣させることができます。エコー検査に使われる医療⽤超⾳波
診断機はこの機能を利⽤しています。発⽣した超⾳波から画像を映し出す
ことで、エックス線などは使わず、体の中を安全に調べることができます
ので妊婦検診や⼼臓・腹部等の診断で多く使われています。

導電性⾼分⼦薬剤
⽩川英樹博⼠のノーベル賞受賞で知名度が広まった導電性⾼分⼦。添加物
を加える「ドーピング」で、プラスチックのような電気が流れない絶縁体
を電気が流れる「導電体」に変えます。当社はいち早くこの性質に着⽬し、
当社固有技術と融合させ、様々な要求特性に対応した導電性⾼分⼦薬剤を
開発。パソコンの駆動に⽋かせないコンデンサに使⽤されています。

界⾯活性剤
界⾯活性剤は、⽔と油の両⽅になじみやすい性質をもち、洗浄、乳化、分
散、可溶化などの働きを利⽤して、洗剤、シャンプーなど⽣活⽤品から⼯
業分野にまで広く使⽤されています。

無公害防錆顔料
当社は、リン酸塩の研究を⻑年続けた結果、世界に先駆けてリン酸塩Kシ
リーズ、無公害型防錆顔料の量産技術を確⽴し⼯業化いたしました。
地球環境にやさしい技術として、防錆剤、硬化剤、吸着剤など多⽤途に利
⽤され⾼い評価を得ています。

硫酸
硫酸は医薬品、化学肥料といった化学品産業から⾦属、鉄鋼といった重⼯
業まであらゆる分野での基礎原料となっています。当社では、創⽴当初よ
り硫酸の製造を開始。この硫酸を基礎原料に酸化チタン、界⾯活性剤の製
造に着⼿してきました。

29


